
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本の折形 伝統を受け継ぐ型約七十点を掲載した包み方の手引き』 

山根一城著  誠文童新光社 200９年１０月刊 

贈る相手を思いながら紙で折り包む「折形」は，奥ゆかしい日本人ならではの美学とも言え

ます。春夏秋冬の四季を楽しむ折形の歳時記とともに，現代の暮らしにアレンジするヒント 

を教えてくれる本です。 

 
『手軽につくれる水引アレンジＢＯＯＫ かわいいぽち袋・お正月飾り・ご祝儀袋・ 

 アクセサリー』長浦ちえ著 エクスナレッジ ２０１３年９月刊 

昔から水引は儀礼的な場で，相手を敬い，想いながら結ぶものでした。生活様式が多様化し

た現代でも，和風リボンとして水引を取り入れると，贈り物がいっそうステキに華やぎます。 

 伝統的な結び方から干支の動物や花のモチーフの作り方まで，水引アレンジがわかる１冊。 

 

『和風ラッピング・レッスン 花の包み方からポチ袋の作り

方までのテクニック』 

長谷恵著 誠文童新光社 ２００８年１１月刊 

ワインボトル，お菓子などを伝統ある和紙で包んだり，竹や扇子

などの小物をアレンジしてみたり。「和テイスト」な包み方のア

イデア満載の本です。ペーパーとリボンの色彩の組み合わせ例

や，基本的な包み方テクニックの図解写真もあります。 

 

その他にも図書館にはたくさんの資料があります。 

どうぞご利用ください！ 

『包み』（ものと人間の文化史） 額田巌著 法政大学出版局 １９７７年４月刊 

 日本人は古代から「包みの文化」を大切にしてきました。実用性と芸術性と信仰のからみ合

いのうちに発達してきた「包み」について，歴史的にアプローチした研究書です。鎌倉時代に

「包み方」が礼法とされたのは，人に進物する時の包み方が，中にある物の価値と，それを持

参する人の価値の表現だったからだそうです。 


